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中国における日系自動車メーカーの立地戦略

一一トヨタ，ホンダ，日産の広州集積をめぐって一一

呉 ま良

中屋の自動車産業は急速に発展している。この主役を演じているの辻外資系金業であるo 近年これら

の外資系金業を取り入れた研究が盛んに行われ，さまざまな優れた研究成果が生まれたG しかし外資系

自動車企業の立地に関する研究は見当たらない。この原因は中国政府の致策は自動車産業に大きな影響

を及ぼしているために、外資系金業は皇自にパートナーあるいは地域を選ぶことができないと誤解して

いることにあると考えるむ

一方、本論文のもうひとつのキーワードである「産業集積J，こも多くの研究が重ねられてきた。しか
し、その多くは労動集約・輪出型の電気産業、繊雑産業のような産業を中心に行われてきために、技術

集約・内需型の自動車産業に裏付けることが国難である。したがって自動車産業集績の実託研究が必要

と考えるs また、本論文の研究対象の広州では従来、金属や機械といった自動車関連産業があまり集積

しておらず、自動車産業の不毛の地で、あった〈穏垣博史、 2006，p.1) 0 しかし、日本自動車メーカーが

相次ぎこの地域に進出し、自動車産業集積の様相が現れてきたg では、をぜE系自動車メーカーはこの

ような自動車産業の不毛の地の選んだのかが本論文の問題意識である。広東省が自系自動車メーカーを

惹き付けた要因を探りたい9

本論文は三章より講成されている。

第一章は、中国の自動車産業の発展と日系自動車金業の中国進出の経緯を明らかにする古本章第 I蔀

は、時系列で中国の自動車産業の発展と致府政策の推移を考察し中国自動車産業の藍史と現状を明らか

にする9 蒋に1994年の自動車産業政策の公表により、規制が義和され、外資系自動車金業は自自に中冨

進出し、自由にパートナーを選ぶことができたと言える。そして第2節は日系自動車メーカーと部品メ

ーカーの中国進出の経緯と特畿を分析する。主にトヨタホンダ、吾産の中国の広東省広州市における展

関状況、及びその系列の部品メーカーの集護状況と特徴を明らかにする。自系部品メーカーが独資によ

り進出額向が強く、更にB系完成車メーカーと部品メーカーの系列取引関係から、完或車メーカーの周

辺に系列部品メーカーが多数集積していることが多く観察されていた。替に広東省のような自動車産業

の基盤を形成されていない地域では、完成車メーカーが成功できるか否かは自系列の部品メーカーの集

積が重要な意義を持っている。したがって、日系自動車メーカーがある地域に進出するとき、系列の部

品メーカーが集積しやすいという投資環境に最も注呂しているだろう。

第二章は、焦点は広東省の広州事に当てて、自動車産業の立地に関わる投資環境と市場の現状を考察

していく。本章第 1節辻、現地政府の優遇政策、インフラの整錆状況、労欝力の確保、裾野産業の集積

状況といった投資環境を分析し、国審企業が少ないという広東省の特援を明らかにするc 第2節は自動

車車場という健面で広東省の現状を考察する。本来、広東省の鏑入所得が高く、富動車保有率が急上昇

する期障に入っていると思われたが、北京・上海より自動車の普及率が低く、巨大な潜在市場に止まっ

たc

第三章は、広東省における日系部品メーカーの立地の優位性を明らかにする。本章第 1節は、時系列

で中国の産業立地政策を考察し、なぜ広東省は富有金業が少ないのかという問題を現にする。第2節は、
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中居自動車産業を代表する三つの地域(長春、上海、広州)に立地する第一汽車(中国国有)、 vw(欧
州)、ホンダ(司本)のサプライヤー・システムを比較し、再来国有金業の多寡は外資系自動車部品メー

カーの進出彰態(独資か、合弁か)に大きな影響を及ぼすことを明らかiこする。第3節は日系完成車メ

ーカーと系列部品メーカーの親密な取引関孫を考察し、完成車メーカーにとって、系列部品メーカーが

愚辺に立地することは極めて重要であることを明らかにするc

結論

ある産業が一つの地域に集積する要国を分析する時、投資環境論をよく用いられる。投資環境論の中

では、命現地政府の誘致政策、②インフラの整構、命労傷力、④裾野産業の集積夏、更に⑤市場といっ

た内容をよく取り上げていた。だが、広'苅の投資環境を分析した結果、全匡の中で広倒の投資環境が自

動車産業、とりわけE系自動車メーカーの立地に向いていると言い難い。

しかし、裾野産業を再分析したところで、広東省i立国有自動車龍品メーカーが少ないという特徴が現

れた。その原因は新中国の成立から改革開設前まで、広州は罰の産業立地政策に恵まれず、重点産業が

あまり立地されていなかったc 上海や東北の工業都市に比べると、冨有金業が少会いことである。つま

号、外資系金業がこの撞域に進出するとき、合弁を要請する国有金業が少なく、独資で進出することに

有事iな条件を提供した。これによって外資系企業、無用なパートナーと合弁関係を結ぶ必要がなく、経

営の自由度などが増したのである。

本来、日系自動車部品メーカーが独資による進出を好んでいるため、国者自動車企業が少ないという

京東省の投資環境と合致しているc このため、日系自動車部品メーカーが一斉に広東雀に進出し、日系

金業主導の自動車産業集積の様相が現れたc

更に日系完成車メーカーが系列取引関孫も重視し、誌とんどの部品が系列の部品メーカーから調達し

ている。また、現代の自動車産業はモジュール化、デザイン・イン、ジャスト・イン・タイムが要求さ

れているため、情報交喪の便利、運送妻荊の関減の面においても、完成車メーカーの罵辺に部品メーカ

ーの集績がきわめて重要である。特に中国のような蔀品産業の基盤がまた形成されていないどころでは、

その傾向がさらに強まる。

したがって、 B系自動車部品メーカーが国審部品メーカーが少ない広東省に集積し、完成車メーカー

は系列部品メーカーが集まる地域に立地するのであるo

本議文が完成するまで、諸方の貴重なご意見ご指導いただき、心より惑書申し上げます9 蒋到に大量

なお時間を割いて、力を添えてくださった、夏日書二先生に寧くお礼を申し上げます。 そして、 B本語

をτ寧にチェックしてくださった、先輩である特刻専攻生の田中清行さんに厚くお札を申し上げますc
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